
認知症 OT 見当識ドリル L3

やや高負荷（生活場面へ接続）｜時・場所・状況

セクション A｜実施課題

□ 今日の予定を時系列で並べる

□ 場所移動を想定して行き先を答える

□ 状況変化時の対応を 1 文で述べる

□ 翌日の予定を簡単に見通す

セクション B｜観察ポイント

□ 環境手がかりを自発的に探せるか確認

□ 説明の一貫性（矛盾の有無）を観察

□ 疲労時は L2 相当に戻して完遂優先

セクション C｜記録（統一フォーマット）

□ 遂行過程（迷い・確認行動）

□ 支援量（声かけ／指差し／提示物）

□ 疲労徴候（表情・離席・沈黙）

□ 次回設定（維持／進級／段階戻し）

使い方：L1 → L2 → L3 の順で実施。難易度変更は 1 要素ずつ。 rehabilikunblog.com


